
















要約:教育相談における学習障害児のアセスメントを行った結果、乳幼児期にことばの遅れ

があったり多動であったりしたことが多くみられ、対象児の描いた人物画は稚拙であると

ともに社会生活能力も低い傾向にあった。同時に、教育相談の主訴に関係する保護者の教

育的ニーズをまとめた結果、ソーシャルスキルに関する教育的ニーズが多かった。 


